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QA5   除染してもまた放射線量が上がってしまうことがあるのですか

 除染実施後の空間線量率の推移を把握し、除染効果が維持されているかどうか確認する

ため、平成 23 年度に除染モデル実証事業を実施した地区のうち、14 地区を対象に空間線量

率を追跡調査し、除染直後と比較した結果は以下のようになっています。

 この結果、除染実施後から直近の調査までの空間線量率の推移をみると、全ての地区で

空間線量率の平均値が減少しており、除染の効果はおおむね維持されていることがわかり

ました。

 14 地区の平均値で見ると、除染モデル実証事業により空間線量率が 6 割程度減少してい

ました。更に今回の調査により、その後の約 2 年半程度で、除染直後に比べ空間線量率が

約 50％減少していたことがわかりました（なお、この期間の放射性セシウムの物理減衰に

伴う空間線量率の低減は約 40％と見込まれます）。

 第 1 回調査と第 8 回調査の結果を比較すると、全ての測定点（288 点）で空間線量率が

減少しており、空間線量率が継続的に上昇しているような測定点は見られませんでした。

その他、田村市における除染実施後の事後モニタリングでも、面的に除染の効果が維持

されていることが確認されました。

（http://josen.env.go.jp/area/ex_post_monitoring/tamura.html）
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